
【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成30年２月８日

【四半期会計期間】 第23期第３四半期（自　平成29年10月１日　至　平成29年12月31日）

【会社名】 シンデン・ハイテックス株式会社

【英訳名】 SHINDEN HIGHTEX CORPORATION

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　鈴木　淳

【本店の所在の場所】 東京都中央区入船三丁目７番２号

【電話番号】 03－3537－0101

【事務連絡者氏名】 専務取締役　　齋藤　敏積

【最寄りの連絡場所】 東京都中央区入船三丁目７番２号

【電話番号】 03－3537－0101

【事務連絡者氏名】 専務取締役　　齋藤　敏積

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

 

EDINET提出書類

シンデン・ハイテックス株式会社(E23741)

四半期報告書

 1/15



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第22期
第３四半期
連結累計期間

第23期
第３四半期
連結累計期間

第22期

会計期間
自平成28年４月１日
至平成28年12月31日

自平成29年４月１日
至平成29年12月31日

自平成28年４月１日
至平成29年３月31日

売上高 （千円） 32,413,091 40,652,911 44,440,072

経常利益又は経常損失（△） （千円） △144,885 943,138 502,477

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益又は親会社株主に帰属

する四半期純損失（△）

（千円） △78,465 641,380 362,280

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △146,215 637,811 334,056

純資産額 （千円） 2,923,281 5,237,729 3,403,553

総資産額 （千円） 20,346,132 24,966,600 21,206,051

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）

（円） △46.99 389.46 219.39

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － 385.72 －

自己資本比率 （％） 14.3 20.9 16.0

 

回次
第22期
第３四半期
連結会計期間

第23期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自平成28年10月１日
至平成28年12月31日

自平成29年10月１日
至平成29年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 118.33 80.31

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第22期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在

するものの、１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。

また、第22期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式は存在するものの、希薄化

効果を有しないため記載しておりません。

 

 

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、新たな経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

なお、当第３四半期連結会計期間において、契約期間の延長を決定した重要な契約は以下のとおりであります。

相手先の名称 品目 国名 契約内容 契約期間

エルジーディスプレイジャ

パン(株)
液晶商品 日本 取引基本契約

平成30年１月１日から平成

34年12月31日までの５年間

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間における世界経済につきましては、米国経済が、横這いながらも引続き世界経済の

牽引役を担っております。また、欧州経済は、政治的に不安定な要素を内在しながらも引続き景気拡大に向かって

おります。中国経済は、投資を含めた景気刺激策により成長を維持しております。

日本経済につきましては、世界経済が緩やかな回復に向かいつつある中で、引続き実質ＧＤＰが持ち直すな

ど、雇用の改善とともに個人消費も回復に転じており、ＩＴ産業向けを中心とする輸出が堅調に推移し、欧州、米

国向けに加えアジア新興国への機械・電子部品等の輸出が増加傾向にあります。

　当社グループが属するエレクトロニクス業界につきましては、旺盛な半導体需要を背景に、半導体製造装置の輸

出が堅調な伸びを示し、アジア新興国向けの電子部品、デバイス類の輸出、及び関連する装置ビジネスも同様に推

移しております。

このような情勢の下、当社グループは、引続き高採算ビジネスの営業活動に注力しており、当第３四半期連結

累計期間は、一部のビジネスにおいて第３四半期納入分を第２四半期へ前倒し納入があったものの、引続き半導体

分野及び電子機器分野の増勢基調により当四半期も同様の対応を行い好業績が持続しました。また産業用機器向け

ビジネスが拡大し、業績の向上に大きく貢献しました。

当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は406億52百万円（前年同四半期比25.4％増）、営業利益は11億53

百万円（前年同四半期比315.5％増）、経常利益は９億43百万円（前年同四半期は経常損失１億44百万円）、親会

社株主に帰属する四半期純利益は６億41百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失78百万円）と

なりました。

品目別では、液晶分野は、一部顧客の車載用機器向けがメーカ直販になったことにより、前年にくらべ減少し

ており、売上高149億55百万円（前年同四半期比11.1％減）となりました。半導体分野は、メモリ需要が旺盛なこ

とによる前倒し納入や、委託開発案件ビジネスが順調に進捗し、売上高139億37百万円（前年同四半期比36.5％

増）となりました。電子機器分野は、平成29年６月26日に公表しました計画外の大口受注案件と異物検出機等の装

置ビジネスの堅調な推移により、売上高98億31百万円（前年同四半期比149.6％増）となりました。その他分野

は、バッテリ及びその周辺機器等の新規ビジネスの立ち上がりにより売上高19億28百万円（前年同四半期比34.0％

増）となりました。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

（日本）

　当第３四半期連結累計期間は、液晶分野は、一部顧客の車載用機器向けがメーカ直販になったことにより、前年

にくらべ減少しました。しかしながら、半導体ブームを背景にサーバ等の情報機器向けやＯＡ機器向けのメモリ需

要が旺盛な中で、委託開発案件ビジネスも順調に推移した半導体分野や計画外の大口受注案件と異物検出機等の装

置ビジネスが堅調に推移している電子機器分野、また、バッテリ及びその周辺機器等の新規ビジネスの立ち上った

その他分野が業績を牽引しました。その結果、売上高374億３百万円（前年同四半期比21.5％増）、セグメント利

益は、10億74百万円（前年同四半期比349.3％増）となりました。
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（海外）

　当第３四半期連結累計期間は、半導体ビジネス及び装置ビジネスの増加により、売上高は32億49百万円（前年同

四半期比100.4％増）となり、セグメント利益は49百万円（前年同四半期比203.6％増）となりました。

 

(2）財政状態の分析

①　資産

　総資産は249億66百万円となり、前連結会計年度末に比べ37億60百万円(17.7％)増加しました。主な要因は、

現金及び預金が20億81百万円（28.3％）減少しましたが、商品が34億61百万円（82.6％）、受取手形及び売掛金

が20億59百万円(23.1％)、その他の流動資産が３億18百万円（64.2％）増加したことによるものであります。

 

②　負債

　負債は197億28百万円となり、前連結会計年度末に比べ19億26百万円(10.8％)増加しました。主な要因は、買

掛金が21億95百万円（38.6％）、その他の流動負債が99百万円（28.9％）減少しましたが、有利子負債が42億49

百万円(37.0％)増加したことによるものであります。

 

③　純資産

　純資産は52億37百万円となり、前連結会計年度末に比べ18億34百万円(53.9％)増加しました。主な要因は、資

本剰余金が６億５百万円(89.8％)、利益剰余金が４億97百万円(22.8％)、資本金が３億31百万円（33.3％）増加

したこと及び自己株式が４億４百万円（87.0％）減少したことによるものであります。

 

④　経営指標

　流動比率は商品、受取手形及び売掛金の増加等により、前連結会計年度末に比べ22.3ポイント増加し177.4％

となりました。自己資本比率は、新株式の発行及び自己株式の処分による純資産の増加等により、前連結会計年

度末に比べ4.9ポイント増加し20.9％となりました。有利子負債対純資産比率は3.0倍となり、前連結会計年度末

に比べ0.4ポイントの減少となりました。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発費の総額は、１百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 6,400,000

計 6,400,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成29年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年２月８日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,041,200 2,110,200

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 2,041,200 2,110,200 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成30年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年12月６日

（注）１．
200,000 2,041,200 331,140 1,324,276 331,140 1,004,776

（注）１．有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）

発行価格            3,531円

発行価額          3,311.4円

資本組入額        1,655.7円

払込金額の総額  662,280千円

 

２．平成30年１月９日を払込期日とする有償第三者割当（オーバーアロットメントによる売出しに関連した第三者

割当増資）により、発行済株式総数が69,000株、資本金及び資本準備金がそれぞれ114,243千円増加しており

ます。

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成29年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

平成29年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   222,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,618,200 16,182 －

単元未満株式 普通株式       400 － －

発行済株式総数 1,841,200 － －

総株主の議決権 － 16,182 －

（注）１．平成29年12月６日を払込期日とする有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）による新株の発行を

行ったことに伴い、普通株式が200,000株増加し、発行済株式総数は2,041,200株となりました。また、平成30

年１月９日を払込期日とする有償第三者割当（オーバーアロットメントによる売出しに関連した第三者割当増

資）により、普通株式が69,000株増加し、発行済株式総数は2,110,200株となりました。

２．平成29年12月６日を払込期日とする有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）による自己株式の処

分を行い、自己株式が190,000株減少しております。

 

②【自己株式等】

平成29年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

シンデン・ハイテックス

株式会社

東京都中央区入船

３丁目７－２
222,600 － 222,600 12.09

計 － 222,600 － 222,600 12.09

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成29年10月１日から平

成29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,366,016 5,284,210

受取手形及び売掛金 8,925,652 10,985,394

電子記録債権 960 5,649

商品 4,191,197 7,652,876

その他 495,581 813,645

貸倒引当金 △25,735 △29,053

流動資産合計 20,953,673 24,712,724

固定資産   

有形固定資産   

工具、器具及び備品（純額） 5,018 5,711

その他（純額） 6,776 9,933

有形固定資産合計 11,795 15,644

無形固定資産   

ソフトウエア 57,211 58,520

その他 1,311 1,311

無形固定資産合計 58,522 59,831

投資その他の資産   

差入保証金 174,932 175,672

その他 7,133 2,728

貸倒引当金 △5 △1

投資その他の資産合計 182,060 178,400

固定資産合計 252,378 253,876

資産合計 21,206,051 24,966,600

負債の部   

流動負債   

買掛金 5,691,824 3,496,513

短期借入金 3,818,115 6,522,225

1年内返済予定の長期借入金 3,333,751 3,379,212

1年内償還予定の社債 70,000 60,000

未払法人税等 164,031 181,760

賞与引当金 90,998 42,135

その他 345,200 245,394

流動負債合計 13,513,921 13,927,240

固定負債   

社債 120,000 60,000

長期借入金 4,147,681 5,717,967

退職給付に係る負債 20,147 19,967

その他 747 3,696

固定負債合計 4,288,576 5,801,630

負債合計 17,802,498 19,728,871

純資産の部   

株主資本   

資本金 993,136 1,324,276

資本剰余金 673,636 1,278,689

利益剰余金 2,178,947 2,676,831

自己株式 △465,140 △60,686

株主資本合計 3,380,580 5,219,110

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 15,041 10,344

その他の包括利益累計額合計 15,041 10,344

非支配株主持分 7,931 8,274

純資産合計 3,403,553 5,237,729

負債純資産合計 21,206,051 24,966,600
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

売上高 32,413,091 40,652,911

売上原価 30,685,062 37,797,462

売上総利益 1,728,029 2,855,448

販売費及び一般管理費 1,450,366 1,701,650

営業利益 277,662 1,153,798

営業外収益   

受取利息 2,494 2,065

仕入割引 11,494 4,061

その他 8,147 7,124

営業外収益合計 22,136 13,251

営業外費用   

支払利息 92,047 142,446

債権売却損 24,050 34,866

支払手数料 17,358 23,600

為替差損 309,780 11,945

その他 1,448 11,053

営業外費用合計 444,685 223,912

経常利益又は経常損失（△） △144,885 943,138

特別利益   

関係会社清算益 18,344 －

特別利益合計 18,344 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△126,541 943,138

法人税、住民税及び事業税 6,260 254,940

法人税等調整額 △55,119 46,032

法人税等合計 △48,858 300,972

四半期純利益又は四半期純損失（△） △77,682 642,165

非支配株主に帰属する四半期純利益 783 785

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△78,465 641,380
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △77,682 642,165

その他の包括利益   

為替換算調整勘定 △68,532 △4,354

その他の包括利益合計 △68,532 △4,354

四半期包括利益 △146,215 637,811

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △145,946 636,683

非支配株主に係る四半期包括利益 △269 1,128
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【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日）

減価償却費 　　　　　7,370千円 　　　　　15,108千円

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

１．配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月28日

定時株主総会
普通株式 67,580 40  平成28年３月31日 平成28年６月29日 利益剰余金

 

２.　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

３.　株主資本の金額の著しい変動

　　　　　　当社は、平成28年７月１日開催の取締役会決議に基づき、自己株式95,100株の取得を行いました。この結

果、当第３四半期連結累計期間において自己株式が129,948千円増加し、当第３四半期連結会計期間末におい

て自己株式が465,140千円となっております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

１．配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月27日

定時株主総会
普通株式 143,496 90  平成29年３月31日 平成29年６月28日 利益剰余金

 

２.　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

３.　株主資本の金額の著しい変動

　　　　　　当社は、平成29年11月20日開催の取締役会決議により、平成29年12月６日を払込期日として公募による新

株式200,000株の発行（一般募集）及び公募による自己株式190,000株の処分（一般募集）を行い、当第３四

半期連結累計期間において資本金が331,140千円、資本剰余金が602,215千円増加し、自己株式が358,090千円

減少しております。

　　　　　　また、新株予約権の行使に伴い自己株式24,600株の処分を行い、当第３四半期連結累計期間において資本

剰余金が2,836千円増加し、自己株式が46,363千円減少しております。

　　　　　　この結果、当第３四半期連結会計期間末において資本金が1,324,276千円、資本剰余金が1,278,689千円及

び自己株式が60,686千円となっております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年12月31日）

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
(注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 日本 海外 計

売上高      

外部顧客への売上高 30,791,229 1,621,862 32,413,091 － 32,413,091

セグメント間の内部売上高

又は振替高
973,493 583,364 1,556,857 △1,556,857 －

計 31,764,722 2,205,226 33,969,949 △1,556,857 32,413,091

セグメント利益 239,115 16,144 255,259 22,402 277,662

（注）１．セグメント利益の調整額は、未実現損益の消去等によるものであります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
(注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 日本 海外 計

売上高      

外部顧客への売上高 37,403,388 3,249,523 40,652,911 － 40,652,911

セグメント間の内部売上高

又は振替高
2,803,060 2,427,640 5,230,701 △5,230,701 －

計 40,206,449 5,677,163 45,883,612 △5,230,701 40,652,911

セグメント利益 1,074,338 49,019 1,123,358 30,440 1,153,798

（注）１．セグメント利益の調整額は、未実現損益の消去等によるものであります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日

至　平成28年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日

至　平成29年12月31日）

（1）１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり

四半期純損失金額（△）
△46円99銭 389円46銭

　 （算定上の基礎）   

　　 親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は

親会社株主に帰属する四半期純損失金額　

（△）（千円）

△78,465 641,380

　　 普通株主に帰属しない金額（千円） － －

　　 普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益金額又は親会社株主に帰属する四半期

純損失金額（△）（千円）

△78,465 641,380

　　 普通株式の期中平均株式数（株） 1,669,884 1,646,839

（2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 － 385円72銭

　 （算定上の基礎）   

　　 親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

　　 普通株式増加数（株） － 15,990

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜

在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が

あったものの概要

－ －

　　　（注）１．前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在

するものの、１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

　（第三者割当による新株式の発行）

　　　当社は、平成29年11月20日開催の取締役会において、次のとおりオーバーアロットメントによる当社株式の

売出しに関連する第三者割当による新株式の発行について決議し、平成30年１月９日に払込が完了しておりま

す。

　　　（１）発行する株式の種類及び数：普通株式 69,000株

　　　（２）発行価額　　　　　　　　：１株につき 3,311.40円

　　　（３）発行価額の総額　　　　　：228,486,600円

　　　（４）資本組入額　　　　　　　：１株につき 1,655.70円

　　　（５）資本組入額の総額　　　　：114,243,300円

　　　（６）払込期日　　　　　　　　：平成30年１月９日

　　　（７）募集または割当方法　　　：オーバーアロットメントによる当社株式の売出しに関連する第三者割当

　　　（８）割当先及び割当株式数　　：ＳＭＢＣ日興証券（株） 69,000株

　　　（９）資金の使途　　　　　　　：借入金の返済

 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年２月８日

シンデン・ハイテックス株式会社

取締役会　御中

 

東陽監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 南泉　充秀

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 瀧口　英明

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているシンデン・ハ

イテックス株式会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成29

年10月１日から平成29年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年12月31日まで）

に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及

び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、シンデン・ハイテックス株式会社及び連結子会社の平成29年12月

31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）1．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

  告書提出会社）が別途保管しております。

2．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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